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匝瑳市版生涯活躍のまち形成事業 

令和元年度 第 2回 飯倉駅前地区まちづくり協議会／専門部会 

合同会議 議事録 

日時 令和元年 12月 14日（土） 15：40～16：30 

出席者 ■協議会委員 

井上 峰夫  社会福祉法人九十九里ホーム理事長 

大塚 栄一  匝瑳市商工会副会長 

鈴木 弘   匝瑳市シルバー人材センター会長 

眞田 心哉  千葉興業銀行営業支援部長代理 

       代理出席 伊場 寛人 千葉興業銀行八日市場支店長 

宇野 智弥  匝瑳市介護事業者連絡会長 

増田 利夫  豊栄地区社会福祉協議会長 

山口 勝則  移住希望者 

 

■専門部会員 

井上 峰夫  社会福祉法人九十九里ホーム理事長（再掲） 

眞田 心哉  千葉興業銀行営業支援部長代理 

       代理出席 伊場 寛人 千葉興業銀行八日市場支店長（再掲） 

鈴木 勝也  株式会社ベネフィット代表取締役 

大久保 彰彦 八日市場青年会議所社会開発委員会担当副理事長 

近藤 剛志  そうさ音楽教室代表 

 

■事務局 

社会福祉法人九十九里ホーム 

江波戸 美代 専務理事 

鈴木 敦子  事務長 

庄村 秀泰  コーディネーター 

 

特定非営利活動法人元気な日本をつくる会 

武藤 克哉  組織運営本部事務局長 
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■オブザーバー 

田城 孝雄  放送大学大学院教授 

       2019年度 匝瑳市版生涯活躍のまち 講演会 講師 

 

匝瑳市 

大木 寛幸  匝瑳市企画課長 

江波戸 英樹 匝瑳市企画課 主査 

 

 

議事録 事務局 

 

 

１ 開会 

開会のあいさつを行った。 

 

事務局 

 

２ 議事 

令和元年度取組内容について 

（１） 移住・定住へのＰＲ手法 

（２） サ高住入居者のコミュニティ運営 

 

専門部会委員のご意見 

 

ＰＲ事例・コミュニティ事例 

 

今後のスケジュールについて 

 

事務局 

 

 ここまでのところ、ご意見いかがか。 
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Ａ委員 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

Ｅ委員 

 

 

 

 

 

オブザーバー

Ａ氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

サービス付き高齢者向け住宅は大変いい場所になった。地

域交流センターも素晴らしい。 

 

 横芝の駅前マルシェ「ヨリドコロ」は綺麗で使いやすく、

何かしらイベントもやっている。運営の担い手が少なく協力

者頼み、出店のバリュエーションが課題。引き出しは多い方

がいい。 

 

サ高住は自立高齢者が対象と思っていたが、そうではない

のか。風呂付きの部屋が幾つも無い。 

 

風呂・トイレは共同スペースとして部屋の外に出すことが

認められている。部屋数を確保するには風呂を出さざるを得

ない。入居時に元気でもその後に要介護となった場合、マン

パワーの問題からスタッフが部屋で風呂に入れてあげる時間

も取れない。 

 

飯倉台は独居のお年寄りが増えている。要介護、要支援手

前で隣近所もおらず、サ高住に注目している方々はいる。近

くに買い物する場所がなく、交流センターに期待する方々も

多いが、国道を渡る必要があり、事故が多い場所なので移動

に何かいい方法は無いかという声がある。 

  

飯倉駅に特急を停めるくらいで取り組むべき。沿線で代表

的な名物を提供するイベント列車が流行っている。  

子育て世代の女性が地域の中心人物であるから、大事にし

ない地域は滅びる。 

 地元再現もいい。古民家ホテルや地元の有名なお店再現。 

 運営の担い手は学生さんを活用してはどうか。 

 イベントはバーベキュー、ジンギスカン、収穫祭り。収穫

祭りは例えば稲刈り、芋掘り、果実もぎ取りなど。普段は手

がかからないけれども、収穫時だけは手がかかる、これを高

齢者でできないかという目線もある。 

 

サ高住は要介護でなく元気なうちに都会から入居してもら

い、少しでも長く運動や農作業をしてもらえるようなもので
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Ｇ委員 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

Ｈ委員 

 

 

 

Ｉ委員 

 

Ｂ委員 

 

 

 

オブザーバー

Ｂ氏 

 

 

あってほしい。 

 

イベントだけでなく、今までと違う自分になれる様なワー

クショップ等も加えるべき。 

  

PR動画は有名ユーチューバーを使わなくとも市民がやれ

ばよい。デジカメ一つあれば動画を作れる。主体性を持った

方に自由にやってもらった方がよい。 

 

「良いところ」だけの PRでは最終的に匝瑳市に決めてもら

えないのではないか。例えば車が無いと生活が出来ない等の

デメリットや、その解決方法も伝えるべきではないか。 

 

先行事例の真似でもいいのではないか。 

 

今後の肝はワークショップ。イベントのみでは発展性がな

い。店だけでは店側の負担になる。 

運営の担い手育成と運営指示が出来る人が必要。 

 

 イベント運営は誰が主体になって運営するかはっきりさせ

る必要がある。サ高住は都市部から健康な高齢者を呼び込む

のが元々のコンセプトだったと思うが、図面のような部屋の

作りで都会から来てもらえるか懸念している。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

  

事務局 ３ 閉会 

 

 


